



























1.は じ め に
























1993年 2月に3号遊砂地,1994年 7月に仮設導流堤,1998年 2月に第 1号砂防ダム (貯砂
量100万m3),2000年 3月に第2号砂防ダム (貯砂量71万m3),2001年 3月に水無用導流堤
などが完成 した (国土交通省,2001)｡これらの対策によって,1991年-1997年に毎年発












雲仙 ･普賢岳の土石流堆積物の水無用河口海域における分布 (その2)1997年11月-2000年10月 25
第 1表 水簸川の主な土石流 と海底泥の採取
発生年月日 発生地域 土砂量 票差 誓書 探泥日 海域と試料敬






































































5 1993.5.26-27 水無川沖 18点 ★
中尾川沖 13点
浅海定点 9点
6 1993.6.7 水熊川沖 18点 ★
7 1993.6.29 水無用沖 8点






















16 1995.ll.8-10 水簸川沖 45点 ★
中尾川沖 18点
湯江川沖 6点
17 1996.6.5-7 水簸川沖 70点 ★



































































































































雲仙 ･普賢岳の土石流堆積物の水簸川河口海域における分布 (その2)1997年11月-2000年10月 29
6.中央粒径値 Md少の分布
堆積物の粒度組成 を代表 させるために,粒度組成の累積 曲線 において重量が50%の ¢





1.9km沖の幅0.7kmであ り南北には約2.7kmにわたっている｡ また水無用河口の約 1km北方
にも泥が離れて分布する｡ 深江町沿岸は2¢以下の中粒砂であ り,その沖の約2.3kmまで
にはMd¢が 2-3少の細粒砂である｡ 海岸から2.3kmより沖合はMd¢が 2以下の中粒砂
が広 く分布 している｡
1998年11月12日採取 (37試料)(第4-f図):中央粒径値 Md¢が4以上の泥は分布が
広 く,水無用河口の約0.6km沖に 1-1.7kmの幅で,南北方向に約3.5kmに分布する｡ 島原
市の海岸か ら約 2km沖 と深江町の海岸か ら約 3km沖は, 2¢以下の中粒砂～租粒砂 と
なっている｡
1999年12月 9日採取 (37試料)(第4-g図):Md¢が 4以上の泥は,水無用河口の約
0.7km沖に約 1km幅で南北に約1.5kmの範囲に分布する｡ 泥の分布は以前 よりも狭 くなって
いる｡ 深江漁港の南には2.5¢以下の細粒砂-極細粒砂がある｡ 2¢以下の中粒砂は海岸









1993年 5･6月 (第4-a図)は4月末-5月初めに発生 した大規模な土石流の後であ
る｡ 4¢以上の泥は水無用河口付近の海岸から約 2km沖までに南北方向に約3.5kmの範囲
に広 く分布する｡ その面積は3.08kn青である｡ 海岸から約 2km沖合いには,土石流以前の底
第 2表 水無用河口沖における泥の分布範囲の変化
調査年 1993年 1994年 1994年 1995年 1995年 1996年
冒 5,6月 3月 11月 5月 11月 6月
分布域km3 3.08 4.65 2.73 1.86 2.37 2.07
調査年 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年
月 11月 11月 11月 12月 10月
分布域kmL' 1.61 1.90 3.31 1.01 1.09
近藤 寛 ･東 幹夫 ･西ノ首英之 ･山口 恭弘




























































































































































































































石流が減少したがcaco3量 5%の分布は1999年,2000年に狭 く,海岸から約 1km以内に限





















1993年 5月-2000年10月における中央粒径値 Md¢の分布図 (第4図)では,4¢以上









34 近藤 寛 ･東 幹夫 ･西ノ首英之 ･山口 恭弘
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